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Ⅰ 調査の実施概要  

１ 調査の目的 

環境保全・健康づくり・スポーツの領域について、市民の意見や評価を、意識調査により統計的に把

握し、今後の取り組みを推進するための基礎資料とすることを目的に調査を実施した。 

 

２ 調査の設計 

■調査地域：甲賀市全域 

■調査対象：市内在住の 16歳以上の男女 

■調査標本数：3,000人 

■調査抽出法：層化二段無作為抽出法（抽出台帳：住民基本台帳、旧町 5地域別） 

■調査方法：郵送配布・郵送回収、またはインターネットによる回答 

■調査時期：令和 5年 10月 6日～10月 20日 

 

３ 調査票の配布・回収の状況 

■配布数：3，000件 

■回収件数（率）：1,263件（42.1％） 

■有効回答数（率）：1,260件（42.0％） 

うち郵送回収：887件（70.4%）、インターネット回答 373件（29.6%） 

 

４ 標本抽出計画と集計にあたっての整理事項 

① 標本抽出計画と集計母数（集計対象数） 

今回の調査では、アンケート調査配布数（標本数）を市内5地域と母集団構成比に応じて配分した。 

地域別の回収率は甲賀地域が 52.3%で最も多く、以下、信楽地域が 43.0%、甲南地域が

42.1%、土山地域が 41.1%、水口地域が 38.8%と続いている。すべての地域で前回調査よりも回

収率が低くなっている。 

有効回答の構成比と母集団構成比をみると、有効回答の地域区分は母集団構成比と近い。 

 

  

母集団 母集団構成比 抽出標本数 標本構成比 回収数 構成比 回収率

水口地域 35,230 45.7% 1,383 46.1% 536 42.5% 38.8% 41.0%

土山地域 6,254 8.1% 241 8.0% 99 7.9% 41.1% 43.4%

甲賀地域 8,317 10.8% 298 9.9% 156 12.4% 52.3% 58.8%

甲南地域 17,736 23.0% 727 24.2% 306 24.3% 42.1% 45.5%

信楽地域 9,576 12.4% 351 11.7% 151 12.0% 43.0% 50.8%

不明・無回答 - - - - 12 1.0% - -

合計 77,113 100% 3,000 100% 1,260 100% 42.0% 45.6%

標本抽出計画 有効回答 前回回収率
(令和2年）
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年代別の回収率は70歳以上が59.8%で最も多く、以下、60歳代が57.2%、50歳代が43.6%、

40歳代が 30.8%、30歳代が 26.9%、20歳代以下が 20.4%と続いている。 

有効回答の構成比と母集団構成比をみると、有効回答は年齢層が高い構成であることがわかる。 

 

② 調査結果の精度 

今回の調査は標本調査のため、本結果から甲賀市の16歳以上の人口（母集団）の意識や要望等を

推定することができる。ただし、今回の結果が抽出調査のため、数字の誤差を考慮する必要がある。そ

こで、どの程度の誤差があるのかを以下の数式で求めた。 

世論調査では、信頼度 95%（同じ調査を対象を変えて行った場合に、100回中 95回は同様の結

果が得られると考えてもよい）の水準を求めることが一般的とされており、これに基づき、今回の調査

における標本測定値の標本誤差を算出した。その結果、標本誤差=2.74%（小数第 3位四捨五入）と

なり、母集団の回答は今回のアンケート調査結果の±2.74%の区間に95%の確率で存在すると言え

る。 

 

n
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nN )1(
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−
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−

−
=ε  

ε：標本誤差 ±1.96：信頼度 95%の時の係数 

Ｎ：母集団数（調査時点の甲賀市の 16歳以上人口：77,113） n:標本数（有効回答数：1,260） 

Ｐ：標本測定値 0.5（50%（0.5）のときに最大となるため 0.5で計算） 

 

  

母集団 母集団構成比 抽出標本数 標本構成比 回収数 構成比 回収率

20歳代以下 12,640 16.4% 525 17.5% 107 8.5% 20.4% 26.0%

30歳代 9,462 12.3% 372 12.4% 100 7.9% 26.9% 34.5%

40歳代 11,814 15.3% 467 15.6% 144 11.4% 30.8% 35.1%

50歳代 11,825 15.3% 452 15.1% 197 15.6% 43.6% 46.1%

60歳代 11,246 14.6% 428 14.3% 245 19.4% 57.2% 66.4%

70歳以上 20,126 26.1% 756 25.2% 452 35.9% 59.8% 57.7%

不明・無回答 - - - - 15 1.2% - -

合計 77,113 100% 3,000 100% 1,260 100% 42.0% 45.6%

標本抽出計画 有効回答 前回回収率
(令和2年）
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５ 本報告書における集計方法、数値の取り扱いについて 

 

・ 回答結果は、各項目の不明を含む有効サンプル数に対する百分比(%)で示し、百分比は小数第2

位を四捨五入して小数第 1位までを表示している。そのため、単数回答(複数の選択肢から 1つの

選択肢を選ぶ方式)であっても合計値が 100.0%にならない場合がある。 

・ 複数回答(複数の選択肢から 2つ以上の選択肢を選ぶ方式)の設問の場合、回答は選択肢ごとの

有効回答数に対して、それぞれの比率を示している。そのため、合計が 100.0%を超える場合が

ある。 

・ 図表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が著しく

困難なものである。 

・ 図表中の「N」は集計対象者総数または、回答者限定設問の限定条件に該当者数を示している。 
  



 

4 

 

Ⅱ 回答者の属性  

① 性別 

≪問 1≫ あなたの性別を教えてください。（○は１つ） 

 

性別は、「男」が 43.4%、「女」が 53.1%、「答えたくない」が 1.0%となっている。 

 

 

 

② 年齢 

≪問 2≫ あなたの年齢は、10月 1日現在でおいくつですか。（○は１つ） 

 

年齢は、「75 歳以上」が 22.9%で最も多くなっており、以下、「70～74 歳」が 12.9%、「65～69

歳」が 10.8%と続いている。 

 

  

43.4 53.1 

1.0 

2.5 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,260)

■性別（単数回答）

男 女 答えたくない 不明・無回答

2.1

1.2

2.8

2.4

2.9

5.1

4.9

6.5 8.2 7.5 8.7 10.8 12.9 22.9 1.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,260)

■年齢（単数回答）

16～17歳 18～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳

35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳

60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上 不明・無回答
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③ 居住地域 

≪問 3≫ あなたのお住まいの地域はどちらですか。（○は１つ） 

 

居住地域は、「水口地域」が 42.5%で最も多くなっており、以下、「甲南地域」が 24.3%、「甲賀地

域」が 12.4%、「信楽地域」が 12.0%、「土山地域」が 7.9%と続いている。 

 

 

④ 甲賀市の居住歴 

≪問 4≫ あなたは、いつから甲賀市にお住まいですか。（○は１つ） 

＜問 4-１＞ 問4で「甲賀市で生まれて、市外に転出後、再び転入した」または「市外で生まれて甲賀

市に転入した」と回答された方におたずねします。 

転入後、何年ぐらい甲賀市にお住まいですか。（○は１つ） 

 

甲賀市の居住歴は、「市外で生まれて甲賀市に転入した」が 47.8%で最も多くなっており、以下、

「生まれてからずっと甲賀市に住んでいる」が 40.6%、「甲賀市で生まれて、市外に転出後、再び転入

した」が 11.0%と続いている。 

 

  

42.5 7.9 12.4 24.3 12.0 1.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,260)

■居住地域（単数回答）

水口地域 土山地域 甲賀地域 甲南地域 信楽地域 不明・無回答

40.6 11.0 47.8 0.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,260)

■甲賀市の居住歴（単数回答）

生まれてからずっと甲賀市に住んでいる

甲賀市で生まれて、市外に転出後、再び転入した

市外で生まれて甲賀市に転入した

不明・無回答
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転入後の居住年数は、「10 年以上」が 83.2%で最も多くなっており、以下、「3 年～10 年未満」が

11.8%、「3年未満」が 4.6%と続いている。 

 

 

⑤ 世帯（同居）構成 

≪問 5≫ あなたの世帯（同居）はどのような構成ですか。（○は１つ） 

＜問 5-１＞ 問５で「二世代世帯（親・子）」「三世代世帯（親・子・孫）」「その他」のいずれかに回答され

た方におたずねします。 

あなたに、就学前または就学しているお子様・お孫様（同居）はおられますか。 

（○はいくつでも）※別居されているお子様・お孫様は含みません。 

 

世帯（同居）構成は、「二世代世帯（親・子）」が 45.3%で最も多くなっており、以下、「夫婦のみ」が

28.2%、「三世代世帯（親・子・孫）」が 13.7%と続いている。 

 

  

4.6

11.8 83.2 0.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=740)

■転入後の居住年数（単数回答）

３年未満 ３年から10年未満 10年以上 不明・無回答

9.4 28.2 45.3 13.7

1.8

1.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,260)

■世帯（同居）構成（単数回答）

単身 夫婦のみ 二世代世帯 三世代世帯 その他 不明・無回答
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同居の子どもの年代は、「就学前または就学している子どもはいない」が 47.5%で最も多くなって

おり、以下、「小学生」が 14.9%、「高校生」が 14.2%と続いている。 

 

 

⑥ 職業 

≪問 6≫ あなたの職業等は何ですか。（○は１つ） 

＜問６-１＞ 問６で「会社員」「公務員」「自営業」「パート・アルバイト」「学生」のいずれかに回答され

た方におたずねします。 

あなたの勤務地（通学地）はどちらですか。（○は１つ） 

 

職業は、「無職」が 28.3%で最も多くなっており、以下、「会社員」が 23.5%、「パート・アルバイト」

が 15.6%と続いている。 

 

  

6.4

8.0

14.9

11.9

14.2

9.3

47.5

9.7

0.0 20.0 40.0 60.0

２歳以下

３歳～小学校入学前

小学生

中学生

高校生

専門学校生・短大生・予備校生・大学生（大学院生）

就学前または就学している子どもはいない

不明・無回答

■同居の子どもの年代（複数回答） 全体(N=766)

(%)

23.5

3.7

7.2 15.6

4.4

12.3 28.3

3.5

1.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,260)

■職業（単数回答）

会社員 公務員 自営業

パート・アルバイト 学生 専業主婦・主夫

無職 その他 不明・無回答
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勤務地（通学地）は、「甲賀市内」が 54.3%で最も多くなっており、以下、「甲賀市以外の滋賀県内」

が 26.0%、「県外」が 9.2%、「自宅」が 8.0%と続いている。 

 

 

 

  

8.0 54.3 26.0 9.2 2.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=685)

■勤務地・通学地（単数回答）

自宅 甲賀市内 甲賀市以外の滋賀県内 県外 不明・無回答
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13.3 

30.0 

33.7 

25.2 

14.7 

19.1 

29.0 

12.1 

19.4 

16.0 

12.1 

9.4 

8.7 

12.9 

9.1 

5.7 

34.3 

43.6 

37.1 

37.6 

26.4 

32.9 

39.7 

31.7 

43.7 

35.2 

39.0 

31.1 

30.6 

35.6 

27.2 

25.6 

36.5 

18.5 

19.2 

19.4 

47.8 

39.4 

21.2 

26.3 

24.4 

35.4 

34.5 

35.2 

47.6 

41.8 

50.3 

50.7 

9.1 

4.0 

6.0 

11.3 

3.5 

2.2 

5.2 

19.8 

7.9 

7.6 

8.8 

16.0 

7.3 

4.2 

7.3 

12.5 

4.0 

1.4 

1.7 

4.4 

1.7 

0.9 

2.3 

6.9 

2.3 

2.8 

2.1 

5.1 

2.0 

1.7 

2.2 

2.6 

2.8 

2.5 

2.3 

2.1 

5.9 

5.6 

2.6 

3.2 

2.3 

2.9 

3.3 

3.3 

3.8 

3.7 

3.8 

2.8 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①川や池の水質のきれいさ

②大気のきれいさ

③星空の見やすさ（光害がない）

④騒音や振動が無い静かさ

⑤地下水の水質のきれいさ

⑥土壌が汚染されていない状況

⑦悪臭が無い状況

⑧ごみの不法投棄がされていない状況

⑨ごみの分別の方法

⑩自然災害に関する安全性

⑪里山や田んぼ、ため池など身近な自然の保全

⑫自然と触れ合える水辺や公園の豊かさ

⑬町並みや屋外広告など、まちの景観の保全

⑭寺社等の歴史の保全

⑮地域に伝えられてきた文化の継承

⑯市民の環境に対する意識

■地域周辺の現在の環境について「満足度」

満足 どちらかといえば満足

どちらともいえない どちらかといえば不満

不満 不明・無回答

全体(N=1,260)

3.45 

3.99 

3.97 

3.69 

3.52 

3.71 

3.90 

3.23 

3.72 

3.56 

3.52 

3.24 

3.38 

3.56 

3.35 

3.20 

0 1 2 3 4 5

加重平均点

Ⅲ 調査結果  

１ 環境保全について 

(１) 住んでいる地域周辺の現在の環境について 

≪問 7≫ あなたが住んでいる地域周辺の現在の環境について、あなたの「満足度」と「重要度」について

おたずねします。以下の①～⑯のそれぞれの項目について、右の欄の１～５の中からあなたの

満足度合い、重要度合いに最も近い番号を選んでください。（それぞれ○は１つ） 

 

① 満足度 

●全体でみると、「満足」が最も多いのは「星空の見やすさ（光害がない）」で 33.7％、以下、「大気の

きれいさ」で 30.0％、「悪臭が無い状況」で 29.0%と続いている。「不満」が最も多いのは「ごみの不

法投棄がされていない状況」で 6.9%、以下、「自然と触れ合える水辺や公園の豊かさ」で 5.1%、「騒

音や振動が無い静かさ」で 4.4%と続いている。 

●加重平均値（「満足」を 5 点、「どちらかといえば満足」を 4 点、「どちらともいえない」を 3 点、「どち

らかといえば不満」を 2 点、「不満」を 1 点とした場合）でみると、最も高いのは「大気のきれいさ」で

3.99点、以下、「星空の見やすさ（光害がない）」で 3.97点、「悪臭が無い状況」で 3.90点と続いて

いる。 
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44.4 

57.1 

35.2 

48.7 

46.7 

53.3 

60.5 

60.3 

43.6 

63.3 

39.4 

33.3 

23.7 

27.8 

24.0 

34.8 

33.5 

26.3 

37.6 

32.1 

26.8 

24.0 

22.0 

22.9 

33.7 

19.4 

34.3 

38.2 

38.6 

35.8 

32.2 

36.4 

11.4 

6.3 

14.4 

7.8 

14.4 

11.6 

7.0 

5.9 

10.8 

7.3 

15.5 

16.9 

24.4 

22.9 

28.5 

17.9 

0.6 

0.5 

2.1 

1.3 

0.7 

0.3 

0.6 

0.8 

1.9 

0.5 

1.0 

1.3 

2.5 

2.7 

4.0 

1.2 

0.6 

0.3 

1.1 

0.5 

0.6 

0.2 

0.3 

0.5 

0.6 

0.2 

0.2 

0.7 

1.0 

1.2 

1.8 

0.5 

9.4 

9.4 

9.6 

9.6 

10.7 

10.6 

9.7 

9.6 

9.4 

9.4 

9.7 

9.6 

9.8 

9.7 

9.4 

9.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①川や池の水質のきれいさ

②大気のきれいさ

③星空の見やすさ（光害がない）

④騒音や振動が無い静かさ

⑤地下水の水質のきれいさ

⑥土壌が汚染されていない状況

⑦悪臭が無い状況

⑧ごみの不法投棄がされていない状況

⑨ごみの分別の方法

⑩自然災害に関する安全性

⑪里山や田んぼ、ため池など身近な自然の保全

⑫自然と触れ合える水辺や公園の豊かさ

⑬町並みや屋外広告など、まちの景観の保全

⑭寺社等の歴史の保全

⑮地域に伝えられてきた文化の継承

⑯市民の環境に対する意識

■地域周辺の現在の環境について「重要度」

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない 不明・無回答

全体(N=1,260)

4.33 

4.54 

4.15 

4.41 

4.33 

4.45 

4.57 

4.57 

4.30 

4.60 

4.24 

4.13 

3.90 

3.96 

3.80 

4.14 

0 1 2 3 4 5

加重平均点

② 重要度 

●全体でみると、「重要」が最も多いのは「自然災害に関する安全性」で 63.3％、以下、「悪臭が無い

状況」で60.5%、「ごみの不法投棄がされていない状況」で60.3％と続いている。「重要ではない」が

最も多いのは「地域に伝えられてきた文化の継承」で 1.8%、以下、「寺社等の歴史の保全」で 1.2%、

「星空の見やすさ（光害がない）」で 1.1%と続いている。 

●加重平均値（「重要」を 5 点、「どちらかといえば重要」を 4 点、「どちらともいえない」を 3 点、「どち

らかといえば重要ではない」を2点、「重要ではない」を 1点とした場合）でみると、最も高いのは「自然

災害に関する安全性」で4.60点、以下、「悪臭が無い状況」「ごみの不法投棄がされていない状況」で

4.57点、「大気のきれいさ」で 4.54点と続いている。 
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①川や池の水質のきれいさ

②大気のきれいさ③星空の見やすさ

（光害がない）

④騒音や振動が無い静かさ

⑤地下水の水質のきれいさ

⑥土壌が汚染されていない状況

⑦悪臭が無い状況

⑧ごみの不法投棄がされて

いない状況

⑨ごみの分別の方法

⑩自然災害に関する安全性
⑪里山や田んぼ、ため池など

身近な自然の保全

⑫自然と触れ合える水辺や

公園の豊かさ

⑬町並みや屋外広告など、

まちの景観の保全

⑭寺社等の歴史の保全

⑮地域に伝えられてきた文化

の継承

⑯市民の環境に対する意識

3.2 3.3 3.4 3.5 3.6 3.7 3.8 3.9 4.0 4.1 4.2 4.3 4.4 4.5 4.6 4.7 4.8 4.9 5.0 5.1 5.2

3.0

3.1

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

3.8

3.9

4.0

4.1

4.2

4.3

4.4

3.0

3.1

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

3.8

3.9

4.0

4.1

4.2

4.3

4.4

3.2 3.3 3.4 3.5 3.6 3.7 3.8 3.9 4.0 4.1 4.2 4.3 4.4 4.5 4.6 4.7 4.8 4.9 5.0 5.1 5.2

［低］ ← 重要度 → ［高］

［
高
］

←

満
足
度

→

［
低
］

［
高
］

←

満
足
度

→

［
低
］

［低］ ← 重要度 → ［高］

満足度×重要度（甲賀市全体）

重要度：高

満足度：低

重要度：高

満足度：高

重要度：低

満足度：高

重要度：低

満足度：低

(重要度平均 4.28)

(満足度平均 3.56)

ニーズが高い領域

全体の平均よりも重要度が高いが、

平均よりも満足度が低い

③ 満足度と重要度の関係 

満足度を縦軸、重要度を横軸とし、全項目の加重平均値の平均を原点とした 2 次元上にそれぞれ

を配置した場合、「川や池の水質のきれいさ」「地下水の水質のきれいさ」「ごみの不法投棄がされてい

ない状況」「自然災害に関する安全性」の 4項目は、縦軸より右、横軸より下に位置している。これらは、

全体の平均より重要度は高いが、低い満足度しか得られていない「ニーズの高い領域」と見なせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※全体の満足度平均 3.56 重要度平均 4.28 を中心として 2 軸 4 象限にプロットしている。 
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(２) 住んでいる地域周辺の、10年前と比べての変化 

≪問 8≫ 現在の住所に１０年以上お住まいの方におたずねします。 

あなたの住む地域周辺の状況は、10年前と比べてどう変わりましたか。各項目について、

あなたのお考えに近い番号を選んでください。（それぞれ○は１つ） 

 

住んでいる地域周辺の、10 年前と比べての変化について、「よくなった」の割合をみると、最も多い

のは「ごみの分別の方法」で24.3%、以下、「市民の環境に対する意識」が 12.0%、「自然災害に関す

る安全性」が 10.7%と続いている。 

 

8.1 

5.4 

5.8 

5.6 

4.2 

4.2 

6.9 

8.5 

24.3 

10.7 

5.4 

5.6 

5.1 

6.1 

5.9 

12.0 

53.9 

67.8 

69.7 

59.2 

47.8 

50.1 

69.3 

46.9 

51.9 

58.1 

54.1 

58.9 

63.3 

60.1 

51.7 

47.6 

14.6 

8.4 

12.5 

24.7 

5.2 

5.2 

6.9 

28.6 

11.1 

6.5 

14.2 

13.1 

10.2 

6.4 

13.5 

13.4 

18.8 

13.5 

7.5 

6.2 

36.6 

35.2 

12.2 

11.6 

8.5 

19.7 

21.0 

17.3 

15.8 

22.0 

24.0 

22.4 

4.6 

4.9 

4.4 

4.3 

6.1 

5.2 

4.7 

4.4 

4.2 

5.0 

5.2 

5.1 

5.6 

5.4 

5.0 

4.5 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①川や池の水質のきれいさ

②大気のきれいさ

③星空の見やすさ（光害がない）

④騒音や振動が無い静かさ

⑤地下水の水質のきれいさ

⑥土壌が汚染されていない状況

⑦悪臭が無い状況

⑧ごみの不法投棄がされていない状況

⑨ごみの分別の方法

⑩自然災害に関する安全性

⑪里山や田んぼ、ため池など身近な自然の保全

⑫自然と触れ合える水辺や公園の豊かさ

⑬町並みや屋外広告など、まちの景観の保全

⑭寺社等の歴史の保全

⑮地域に伝えられてきた文化の継承

⑯市民の環境に対する意識

■住んでいる地域周辺の、10年前と比べての変化

よくなった 変わらない 悪くなった

わからない 不明・無回答

全体(N=1,127)
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前回の調査の「よくなった」の割合と比較すると、「地域に伝えられてきた文化の継承」以外は減少し

ている。また、「ごみの分別の方法」が前回に引き続き最も多くなっている。 

 

■住んでいる地域周辺の、10年前と比べての変化（単数回答）

【経年比較】

％ 順位 ％ 順位

① 川や池の水質のきれいさ 8.1% 5 10.6% 5

② 大気のきれいさ 5.4% 12 6.3% 12

③ 星空の見やすさ（光害がない） 5.8% 9 6.5% 11

④ 騒音や振動が無い静かさ 5.6% 10 6.2% 13

⑤ 地下水の水質のきれいさ 4.2% 15 5.1% 15

⑥ 土壌が汚染されていない状況 4.2% 15 4.7% 16

⑦ 悪臭が無い状況 6.9% 6 9.0% 7

⑧ ごみの不法投棄がされていない状況 8.5% 4 11.9% 4

⑨ ごみの分別の方法 24.3% 1 30.4% 1

⑩ 自然災害に関する安全性 10.7% 3 15.6% 2

⑪ 里山や田んぼ、ため池など身近な自然の保全 5.4% 12 8.2% 8

⑫ 自然と触れ合える水辺や公園の豊かさ 5.6% 10 9.4% 6

⑬ 町並みや屋外広告など、まちの景観の保全 5.1% 14 7.8% 10

⑭ 寺社等の歴史の保全 6.1% 7 7.9% 9

⑮ 地域に伝えられてきた文化の継承 5.9% 8 5.4% 14

⑯ 市民の環境に対する意識 12.0% 2 13.4% 3

　「よくなった」の場合

R5調査 R2調査

N=1,127 N=1,213
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「悪くなった」の割合をみると、最も多いのは「ごみの不法投棄がされていない状況」で 28.6%、以

下、「騒音や振動が無い静かさ」が 24.7%、「川や池の水質のきれいさ」が 14.6%と続いている。 

この３項目は、前回の調査でも上位となっている。 

 

 

  

■住んでいる地域周辺の、10年前と比べての変化（単数回答）

【経年比較】

％ 順位 ％ 順位

① 川や池の水質のきれいさ 14.6% 3 21.0% 3

② 大気のきれいさ 8.4% 11 13.5% 8

③ 星空の見やすさ（光害がない） 12.5% 8 16.5% 4

④ 騒音や振動が無い静かさ 24.7% 2 30.3% 2

⑤ 地下水の水質のきれいさ 5.2% 15 9.2% 14

⑥ 土壌が汚染されていない状況 5.2% 15 9.4% 13

⑦ 悪臭が無い状況 6.9% 12 11.9% 11

⑧ ごみの不法投棄がされていない状況 28.6% 1 32.8% 1

⑨ ごみの分別の方法 11.1% 9 10.8% 12

⑩ 自然災害に関する安全性 6.5% 13 9.2% 14

⑪ 里山や田んぼ、ため池など身近な自然の保全 14.2% 4 15.5% 5

⑫ 自然と触れ合える水辺や公園の豊かさ 13.1% 7 15.5% 5

⑬ 町並みや屋外広告など、まちの景観の保全 10.2% 10 13.4% 9

⑭ 寺社等の歴史の保全 6.4% 14 6.8% 16

⑮ 地域に伝えられてきた文化の継承 13.5% 5 13.6% 7

⑯ 市民の環境に対する意識 13.4% 6 13.2% 10

　「悪くなった」の場合

R5調査 R2調査

N=1,127 N=1,213
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(３) 環境保全推進のために、甲賀市が取り組むべき施策 

≪問 9≫ 環境保全を推進するために、今後甲賀市はどのような施策に取り組むべきだと思いますか。

（○はいくつでも） 

 

前回の調査と比較すると、総じて変化はみられない。 

 

 

●全体でみると、「森林や河川などの自然環境の保全や再生」が47.3%で最も多くなっており、以下、

「ごみの減量化やリサイクルへの取り組みの推進」が 43.1%、「リサイクル活動や環境美化などの市民

活動の支援」が 41.8%と続いている。 

●性別にみると、男性は「森林や河川などの自然環境の保全や再生」が、女性は「ごみの減量化やリサ

イクルへの取り組みの推進」が最も多くなっている。次いで、男性は「公共交通機関の利用促進」が、

女性は「森林や河川などの自然環境の保全や再生」が多くなっている。 

●年代別にみると、20 歳代以下、30 歳代は「学校における環境教育の充実や市民への環境学習の

充実」が、他の年代では「森林や河川などの自然環境の保全や再生」が最も多くなっている。 

●居住地域別にみると、水口地域は「ごみの減量化やリサイクルへの取り組みの推進」が、甲南地域は

「公共交通機関の利用促進」が、他の地域では「森林や河川などの自然環境の保全や再生」が最も多

くなっている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「森林や河川などの自然環境の保全や再生」が最も多

くなっている。 

■環境保全推進のために、甲賀市が取り組むべき施策（複数回答）

R5調査(N=1,260) 41.8 21.5 24.8 32.7 19.8 47.3 43.1 20.2 41.3 19.6 35.1 28.1 3.9 4.9

R2調査(N=1,367) 42.9 24.7 34.2 37.3 25.2 52.2 45.9 24.4 40.0 23.2 38.8 29.6 3.9 5.4

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

森
林
や
河
川
な
ど
の
自
然
環
境
の

保
全
や
再
生

野
生
動
植
物
の
保
護

ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
へ

の
取
り
組
み
の
推
進

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
促
進

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進

次
世
代
型
自
動
車
（

ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
、

電
気
自
動
車
な
ど
）

の
導

入
促
進

学
校
に
お
け
る
環
境
教
育
の
充
実

や
市
民
へ
の
環
境
学
習
の
充
実

環
境
に
関
す
る
情
報
提
供
の
充
実

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
や
環
境
美
化
な

ど
の
市
民
活
動
の
支
援

事
業
所
等
の
環
境
に
配
慮
し
た
取

り
組
み
の
支
援

環
境
を
守
る
た
め
の
規
制
や
罰
則

の
強
化

環
境
に
配
慮
し
た
商
品
の
普
及
や

地
産
地
消
の
推
進
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41.8

21.5

24.8

32.7

19.8

47.3

43.1

20.2

41.3

19.6

35.1

28.1

3.9

4.9

0.0 20.0 40.0 60.0

リサイクル活動や環境美化などの市民活動の支援

事業所等の環境に配慮した取り組みの支援

環境を守るための規制や罰則の強化

環境に配慮した商品の普及や地産地消の推進

野生動植物の保護

森林や河川などの自然環境の保全や再生

ごみの減量化やリサイクルへの取り組みの推進

自然エネルギーやバイオマスエネルギー導入促進

公共交通機関の利用促進

次世代型自動車（        車、電気自動車など）の導入促進

学校における環境教育の充実や市民への環境学習の充実

環境に関する情報提供の充実

その他

不明・無回答

■環境保全推進のために、甲賀市が取り組むべき施策

（複数回答）
全体(N=1,260)

(%)

全体(N=1,260) 41.8 21.5 24.8 32.7 19.8 47.3 43.1 20.2 41.3 19.6 35.1 28.1 3.9 4.9

男(N=547) 42.8 25.6 27.2 30.7 16.5 50.1 39.5 23.2 43.3 23.6 37.8 27.8 5.1 3.8

女(N=669) 41.0 18.1 22.3 34.4 22.0 44.8 45.9 17.3 39.2 16.4 33.0 28.0 3.0 5.7

20歳代以下(N=107) 32.7 16.8 17.8 20.6 24.3 35.5 28.0 11.2 32.7 15.0 41.1 24.3 1.9 3.7

30歳代(N=100) 38.0 37.0 23.0 36.0 23.0 44.0 40.0 28.0 30.0 24.0 45.0 21.0 2.0 3.0

40歳代(N=144) 36.1 20.1 19.4 34.0 14.6 46.5 39.6 29.9 31.9 23.6 40.3 25.0 6.3 1.4

50歳代(N=197) 36.5 23.9 13.2 34.0 20.3 43.1 41.1 20.8 42.6 22.3 27.4 22.8 3.6 3.6

60歳代(N=245) 42.9 19.6 30.6 32.7 17.6 51.0 43.7 18.4 38.4 17.6 31.8 33.9 2.4 4.9

70歳以上(N=452) 48.2 19.5 30.1 34.1 20.8 51.1 49.1 17.5 50.2 18.1 35.2 30.8 4.9 6.9

水口地域(N=536) 42.5 22.4 24.6 30.8 18.1 44.0 44.4 20.1 41.6 18.5 37.1 25.4 3.4 5.0

土山地域(N=99) 44.4 21.2 20.2 36.4 21.2 50.5 39.4 18.2 39.4 20.2 25.3 35.4 1.0 7.1

甲賀地域(N=156) 32.1 18.6 25.6 35.3 19.2 48.7 37.8 19.2 30.1 16.7 35.3 31.4 4.5 3.8

甲南地域(N=306) 45.4 19.0 25.2 33.3 20.6 45.4 44.8 20.9 47.4 21.2 35.0 29.1 5.2 4.2

信楽地域(N=151) 41.1 27.2 25.2 33.1 24.5 59.6 43.7 19.9 41.1 21.9 34.4 27.8 4.6 4.0

３年未満(N=34) 26.5 23.5 14.7 17.6 26.5 47.1 35.3 14.7 26.5 20.6 32.4 23.5 2.9 0.0

３年～10年未満(N=87) 31.0 27.6 18.4 34.5 18.4 44.8 29.9 25.3 40.2 18.4 35.6 25.3 3.4 3.4

10年以上(N=1,127) 43.2 21.0 25.4 33.0 19.8 47.5 44.5 19.7 41.9 19.5 35.0 28.4 4.0 5.1

※「10年以上」は、「転入後の居住年数10年以上」と「生まれてからずっと甲賀市に住んでいる」の合計。
　以下の図表すべてにおいて同様。

森
林
や
河
川
な
ど
の
自
然
環
境
の

保
全
や
再
生

不
明
・
無
回
答

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
や
環
境
美
化
な

ど
の
市
民
活
動
の
支
援

事
業
所
等
の
環
境
に
配
慮
し
た
取

り
組
み
の
支
援

環
境
を
守
る
た
め
の
規
制
や
罰
則

の
強
化

環
境
に
配
慮
し
た
商
品
の
普
及
や

地
産
地
消
の
推
進

野
生
動
植
物
の
保
護

ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
へ

の
取
り
組
み
の
推
進

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
促
進

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進

次
世
代
型
自
動
車
（

ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
、

電
気
自
動
車
な
ど
）

の
導

入
促
進

学
校
に
お
け
る
環
境
教
育
の
充
実

や
市
民
へ
の
環
境
学
習
の
充
実

環
境
に
関
す
る
情
報
提
供
の
充
実

そ
の
他
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(４) 「生ごみ堆肥化循環システム」の認知状況 

≪問 10≫ あなたは、「生ごみ堆肥化循環システム」という取り組みをご存じですか（○は１つ） 

 

前回の調査と比較すると、「知っている」の割合が増加している。 

 

●全体でみると、「知っている」が 57.4%で最も多くなっており、以下、「名前だけ知っている」が

23.4%、「知らない」が 16.7%となっている。「知っている」と「名前だけ知っている」を合わせた『認知

している』の割合は 80.8％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「知っている」が最も多くなっている。『認知している』の割合をみる

と、男性は 77.0%、女性は 83.9％となっている。 

●年代別にみると、20歳代以下は「知らない」が、30歳代は「名前だけ知っている」が、他の年代では

「知っている」が最も多くなっている。『認知している』の割合をみると、最も多いのは 70 歳以上で

88.1％、以下、60 歳代で 86.9％、50 歳代で 85.8%と続いており、年代が高くなるにつれて多くな

っている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「知っている」が最も多くなっている。『認知している』

の割合をみると、最も多いのは甲賀地域で 87.8％、以下、水口地域で 81.0％、土山地域、信楽地域

で 80.8%、甲南地域で 77.4%と続いている。 

●居住年数別にみると、10 年以上は「知っている」が、3 年～10 年未満は「名前だけ知っている」が、

３年未満は「知らない」が最も多くなっている。『認知している』の割合をみると、最も多いのは 10 年以

上で82.4％、以下、3年～10年未満で71.3％、３年未満で55.9%と続いており、年数が長くなるに

つれて多くなっている。 

  

57.4 

55.8 

23.4 

25.5 

16.7 

17.1 

2.5 

1.5 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5調査(N=1,260)

R2調査(N=1,367)

■「生ごみ堆肥化循環システム」の認知度（単数回答）

知っている 名前だけ知っている 知らない 不明・無回答
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57.4 

51.2 

62.2 

22.4 

34.0 

53.5 

58.9 

64.9 

67.7 

59.7 

53.5 

64.7 

53.9 

52.3 

20.6 

32.2 

60.5 

23.4 

25.8 

21.7 

18.7 

36.0 

25.0 

26.9 

22.0 

20.4 

21.3 

27.3 

23.1 

23.5 

28.5 

35.3 

39.1 

21.9 

16.7 

20.8 

13.6 

57.9 

30.0 

20.1 

13.7 

8.6 

8.8 

16.4 

15.2 

10.3 

20.3 

18.5 

44.1 

27.6 

15.0 

2.5 

2.2 

2.5 

0.9 

1.4 

0.5 

4.5 

3.1 

2.6 

4.0 

1.9 

2.3 

0.7 

1.1 

2.6 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,260)

男(N=547)

女(N=669)

20歳代以下(N=107)

30歳代(N=100)

40歳代(N=144)

50歳代(N=197)

60歳代(N=245)

70歳以上(N=452)

水口地域(N=536)

土山地域(N=99)

甲賀地域(N=156)

甲南地域(N=306)

信楽地域(N=151)

３年未満(N=34)

３年～10年未満(N=87)

10年以上(N=1,127)

■「生ごみ堆肥化循環システム」の認知度（単数回答）

知っている 名前だけ知っている 知らない 不明・無回答
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(５) 「生ごみ堆肥化循環システム」への参加状況 

≪問 11≫ あなたは、「生ごみ堆肥化循環システム」に参加されていますか。（○は１つ） 

 

前回の調査と比較すると、「参加している」「参加していたが止めた」の割合が減少し、「参加してい

ない」の割合が増加している。 

 

●全体でみると、「参加していない」が 67.2%で最も多くなっており、以下、「参加している」が

25.2%、「参加していたが止めた」が 4.8%と続いている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「参加していない」が最も多くなっている。「参加している」の割合を

みると、男性は 22.3%、女性は 26.8％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「参加していない」が最も多くなっている。「参加している」

の割合をみると、最も多いのは 70歳以上で 37.2％、以下、60歳代で 27.3％、50歳代で 21.3%

と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「参加していない」が最も多くなっている。「参加してい

る」の割合をみると、最も多いのは甲賀地域で 39.1％、以下、水口地域で 29.9％、信楽地域で

19.2%、土山地域で 18.2%、甲南地域で 14.7%と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「参加していない」が最も多くなっている。「参加してい

る」の割合をみると、最も多いのは 10年以上で 27.2％、以下、３年未満で 5.9%、3年～10年未満

で 4.6％と続いている。 

  

25.2 

27.4 

4.8 

5.4 

67.2 

64.9 

2.8 

2.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5調査(N=1,260)

R2調査(N=1,367)

■「生ごみ堆肥化循環システム」への参加状況（単数回答）

参加している 参加していたが止めた 参加していない 不明・無回答
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25.2 

22.3 

26.8 

11.2 

8.0 

11.1 

21.3 

27.3 

37.2 

29.9 

18.2 

39.1 

14.7 

19.2 

5.9 

4.6 

27.2 

4.8 

3.5 

6.3 

4.0 

3.5 

7.6 

6.9 

4.2 

5.6 

5.1 

3.2 

3.9 

6.0 

3.4 

5.1 

67.2 

71.5 

64.3 

87.9 

87.0 

84.0 

70.6 

62.0 

54.6 

61.8 

71.7 

55.1 

79.4 

73.5 

94.1 

90.8 

64.8 

2.8 

2.7 

2.7 

0.9 

1.0 

1.4 

0.5 

3.7 

4.0 

2.8 

5.1 

2.6 

2.0 

1.3 

1.1 

2.8 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,260)

男(N=547)

女(N=669)

20歳代以下(N=107)

30歳代(N=100)

40歳代(N=144)

50歳代(N=197)

60歳代(N=245)

70歳以上(N=452)

水口地域(N=536)

土山地域(N=99)

甲賀地域(N=156)

甲南地域(N=306)

信楽地域(N=151)

３年未満(N=34)

３年～10年未満(N=87)

10年以上(N=1,127)

■「生ごみ堆肥化循環システム」への参加状況（単数回答）

参加している 参加していたが止めた 参加していない 不明・無回答
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(６) 「生ごみ堆肥化循環システム」に参加していない理由 

≪問11-1≫ 問1１で「参加していたが止めた」「参加していない」のいずれかに回答された方におたずね

します。あなたが参加されていないのはどのような理由からですか。（○は１つ） 

 

前回の調査と比較すると、「分別がわずらわしい」「その他」の割合が増加し、「畑等で自家処理して

いる」「手続きがわからない」の割合が減少している。 

 

●全体でみると、「手続きがわからない」が29.7%で最も多くなっており、以下、「分別がわずらわしい」

が 26.3%、「その他」が 21.1%、「畑等で自家処理している」が 17.6％と続いている。 

なお「その他」では、“生ゴミの量が減ったこと”、“持ち運び”に関する意見などがみられた。 

●性別にみると、男性、女性ともに「手続きがわからない」が最も多くなっており、次いで、「分別がわず

らわしい」が多くなっている。 

●年代別にみると、70 歳以上は「畑等で自家処理している」が、50 歳代、60 歳代は「分別がわずら

わしい」が、他の年代では「手続きがわからない」が最も多くなっている。 

●居住地域別にみると、水口地域、甲賀地域は「分別がわずらわしい」が、他の地域では「手続きがわ

からない」が最も多くなっている（土山地域は「畑等で自家処理している」、信楽地域は「分別がわずら

わしい」と同率）。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「手続きがわからない」が最も多くなっている。 

  

17.6 

18.2 

29.7 

33.8 

26.3 

24.8 

21.1 

18.6 

5.2 

4.6 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5調査(N=908)

R2調査(N=961)

■「生ごみ堆肥化循環システム」に参加されていない理由（単数回答）

畑等で自家処理している 手続きがわからない 分別がわずらわしい

その他 不明・無回答
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17.6 

17.6 

17.6 

7.4 

5.5 

11.1 

16.2 

16.6 

29.3 

13.6 

30.3 

25.3 

17.6 

15.8 

6.3 

7.3 

19.2 

29.7 

30.2 

29.2 

40.4 

37.4 

33.3 

31.2 

24.9 

24.1 

27.7 

30.3 

24.2 

33.7 

31.7 

46.9 

41.5 

27.9 

26.3 

23.9 

28.0 

12.8 

24.2 

27.8 

33.8 

32.5 

23.3 

29.1 

15.8 

28.6 

22.0 

31.7 

21.9 

13.4 

27.8 

21.1 

22.2 

20.8 

34.0 

29.7 

26.2 

16.2 

22.5 

13.2 

25.2 

17.1 

17.6 

21.2 

14.2 

18.8 

31.7 

20.1 

5.2 

6.1 

4.4 

5.3 

3.3 

1.6 

2.6 

3.6 

10.2 

4.4 

6.6 

4.4 

5.5 

6.7 

6.3 

6.1 

5.1 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=908)

男(N=410)

女(N=472)

20歳代以下(N=94)

30歳代(N=91)

40歳代(N=126)

50歳代(N=154)

60歳代(N=169)

70歳以上(N=266)

水口地域(N=361)

土山地域(N=76)

甲賀地域(N=91)

甲南地域(N=255)

信楽地域(N=120)

３年未満(N=32)

３年～10年未満(N=82)

10年以上(N=788)

■「生ごみ堆肥化循環システム」に参加されていない理由（単数回答）

畑等で自家処理している 手続きがわからない 分別がわずらわしい

その他 不明・無回答
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(７) 『デコ活』の認知状況 

≪問 12≫ 市では誰もがよりよい環境を意識した行動ができるまちを目指すため、デコ活を推進して

います。あなたは、『デコ活』をご存じですか。（○は１つ） 

 

●全体でみると、「聞いたことがない（今回はじめて知った）」が 72.3%で最も多くなっており、以下、

「名前だけ知っている」が 15.8%、「少し知っている」が 8.7%、「詳しく知っている」が 0.7％と続いて

いる。「詳しく知っている」と「少し知っている」と「名前だけ知っている」を合わせた『認知している』の割

合は 25.2％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「聞いたことがない（今回はじめて知った）」が最も多くなっている。

『認知している』の割合をみると、男性は 25.4%、女性は 25.0％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「聞いたことがない（今回はじめて知った）」が最も多くなっ

ている。『認知している』の割合をみると、最も多いのは 70 歳以上で 33.4％、以下、60 歳代で

31.4％、50歳代で 16.2%と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「聞いたことがない（今回はじめて知った）」が最も多く

なっている。『認知している』の割合をみると、最も多いのは甲南地域で 27.8%、以下、土山地域で

27.3％、信楽地域で 26.5%、甲賀地域で 26.2％、水口地域で 22.2％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「聞いたことがない（今回はじめて知った）」が最も多く

なっている。『認知している』の割合をみると、最も多いのは 10年以上で 26.0％、以下、3年～10年

未満で 18.3％、３年未満で 8.8%と続いており、年数が長くなるにつれて多くなっている。 
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0.7 

0.9 

0.6 

0.9 

1.2 

1.1 

0.6 

1.0 

1.9 

0.7 

0.8 

8.7 

9.5 

7.8 

4.7 

4.0 

1.4 

7.6 

11.4 

11.7 

9.7 

8.1 

8.3 

7.8 

6.0 

8.0 

8.8 

15.8 

15.0 

16.6 

9.3 

12.0 

13.2 

8.6 

18.8 

20.6 

11.9 

18.2 

16.0 

19.3 

20.5 

8.8 

10.3 

16.4 

72.3 

72.8 

72.3 

84.1 

82.0 

85.4 

82.7 

67.3 

61.9 

75.6 

69.7 

69.9 

70.9 

70.9 

88.2 

79.3 

71.6 

2.5 

1.8 

2.7 

0.9 

2.0 

1.0 

1.2 

4.6 

2.2 

3.0 

3.8 

1.3 

2.6 

2.9 

2.3 

2.4 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,260)

男(N=547)

女(N=669)

20歳代以下(N=107)

30歳代(N=100)

40歳代(N=144)

50歳代(N=197)

60歳代(N=245)

70歳以上(N=452)

水口地域(N=536)

土山地域(N=99)

甲賀地域(N=156)

甲南地域(N=306)

信楽地域(N=151)

３年未満(N=34)

３年～10年未満(N=87)

10年以上(N=1,127)

■『デコ活』の認知度（単数回答）

詳しく知っている 少し知っている

名前だけ知っている 聞いたことがない（今回はじめて知った）

不明・無回答
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２ 健康について 

(１) 朝食の摂取状況 

≪問 13≫ あなたは、普段朝食を食べていますか。（○は１つ） 

 

前回の調査と比較すると、「毎日食べる」の割合が減少し、「ほとんど食べない」の割合が増加してい

る。 

 

●全体でみると、「毎日食べる」が 85.6%で最も多くなっており、以下、「ほとんど食べない」が 6.7%、

「週 4～5日食べる」が3.3%、「週 2～3日食べる」が2.9％と続いている。「毎日食べる」と「週4～5

日食べる」を合わせた『週 4日以上食べる』の割合は 88.9％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「毎日食べる」が最も多くなっている。 『週 4日以上食べる』の割合

をみると、男性が 87.6％、女性が 90.8％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「毎日食べる」が最も多くなっている。 『週 4日以上食べる』 

の割合をみると、最も多いのは 70歳以上で 95.4％、以下、60歳代で 90.6％、50歳代で 88.3%

と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「毎日食べる」が最も多くなっている。 『週4日以上食

べる』の割合をみると、最も多いのは甲賀地域で 93.0％、以下、甲南地域で 90.8%、土山地域で

88.9％、水口地域で 87.7％、信楽地域で 85.5%と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「毎日食べる」が最も多くなっている。 『週 4日以上食

べる』の割合をみると、最も多いのは１０年以上で 89.9％、以下、3年～10年未満で 81.6%、3年未

満で 79.4％と続いており、年数が長くなるにつれて多くなっている。 

  

85.6 

89.7 

88.6 

3.3 

2.3 

2.2 

2.9 

2.3 

2.9 

6.7 

5.1 

4.3 

1.3 

0.5 

2.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5調査(N=1,260)

R2調査(N=1,367)

H30調査(N=1,127)

■普段の朝食について（単数回答）

毎日食べる 週4～5日食べる 週2～3日食べる ほとんど食べない 不明・無回答
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85.6 

84.1 

87.4 

65.4 

79.0 

75.7 

82.2 

88.6 

94.7 

84.0 

85.9 

91.7 

85.6 

84.8 

70.6 

78.2 

86.7 

3.3 

3.5 

3.4 

9.3 

4.0 

5.6 

6.1 

2.0 

0.7 

3.7 

3.0 

1.3 

5.2 

0.7 

8.8 

3.4 

3.2 

2.9 

2.6 

3.0 

10.3 

3.0 

4.9 

3.6 

2.4 

0.7 

4.1 

3.0 

1.9 

0.7 

4.6 

2.9 

1.1 

3.0 

6.7 

9.0 

4.8 

14.0 

14.0 

13.9 

7.6 

5.7 

1.5 

7.8 

5.1 

3.8 

6.5 

7.9 

17.6 

17.2 

5.7 

1.3 

0.9 

1.3 

0.9 

0.5 

1.2 

2.4 

0.4 

3.0 

1.3 

2.0 

2.0 

1.4 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,260)

男(N=547)

女(N=669)

20歳代以下(N=107)

30歳代(N=100)

40歳代(N=144)

50歳代(N=197)

60歳代(N=245)

70歳以上(N=452)

水口地域(N=536)

土山地域(N=99)

甲賀地域(N=156)

甲南地域(N=306)

信楽地域(N=151)

３年未満(N=34)

３年～10年未満(N=87)

10年以上(N=1,127)

■普段の朝食について（単数回答）

毎日食べる 週4～5日食べる 週2～3日食べる ほとんど食べない 不明・無回答
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(２) 主食、主菜、副菜を組み合わせた食事を一日 2回以上とる日について 

≪問 14≫ 主食、主菜、副菜を組み合わせた食事を一日 2 回以上とる日が、週に何日ありますか。

（○は１つ） 

 

前回の調査と比較すると、「毎日食べる」の割合が増加している。 

 

 

●全体でみると、「毎日食べる」が 66.0%で最も多くなっており、以下、「週 4～5 日食べる」が 

15.5%、「週 2～3日食べる」が 11.5％、「ほとんど食べない」が 5.4%と続いている。「毎日食べる」と

「週 4～5日食べる」を合わせた『週 4日以上食べる』の割合は 81.5％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「毎日食べる」が最も多くなっている。 『週 4日以上食べる』の割合

をみると、男性が 81.6％、女性が 82.0％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「毎日食べる」が最も多くなっている。 『週 4日以上食べる』 

の割合をみると、最も多いのは 70 歳以上で 89.1％、以下、60 歳代で 84.9％、20 歳代以下で

78.5%と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「毎日食べる」が最も多くなっている。 『週4日以上食

べる』の割合をみると、最も多いのは信楽地域で 85.4%、以下、甲賀地域で 85.3％、土山地域で

81.8％、水口地域で 80.4％、甲南地域で 79.5%と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「毎日食べる」が最も多くなっている。 『週 4日以上食

べる』の割合をみると、最も多いのは１０年以上で82.4％、以下、3年～10年未満で74.7%、3年未

満で 67.6％と続いており、年数が長くなるにつれて多くなっている。 

  

※R2調査では「ほとんど毎日食べる」を選択肢としていましたが、R5調査では「毎日食べる」に
　変更しています。

66.0 

59.0 

15.5 

17.3 

11.5 

14.5 

5.4 

8.2 

1.6 

1.1 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5調査(N=1,260)

R2調査(N=1,367)

■主食、主菜、副菜を組み合わせた食事を一日2回以上とる日について（単数回答）

毎日食べる 週4～5日食べる 週2～3日食べる ほとんど食べない 不明・無回答
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66.0 

64.0 

68.2 

56.1 

48.0 

56.3 

57.4 

70.6 

76.5 

65.1 

68.7 

66.7 

64.1 

70.2 

52.9 

54.0 

67.3 

15.5 

17.6 

13.8 

22.4 

17.0 

15.3 

19.8 

14.3 

12.6 

15.3 

13.1 

18.6 

15.4 

15.2 

14.7 

20.7 

15.1 

11.5 

12.6 

10.6 

12.1 

20.0 

16.7 

14.7 

11.0 

6.9 

12.5 

11.1 

7.7 

13.1 

9.9 

20.6 

13.8 

11.2 

5.4 

4.8 

5.7 

8.4 

15.0 

11.8 

7.1 

2.9 

1.1 

6.0 

5.1 

5.1 

5.9 

2.6 

11.8 

11.5 

4.7 

1.6 

1.1 

1.8 

0.9 

1.0 

1.2 

2.9 

1.1 

2.0 

1.9 

1.6 

2.0 

1.7 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,260)

男(N=547)

女(N=669)

20歳代以下(N=107)

30歳代(N=100)

40歳代(N=144)

50歳代(N=197)

60歳代(N=245)

70歳以上(N=452)

水口地域(N=536)

土山地域(N=99)

甲賀地域(N=156)

甲南地域(N=306)

信楽地域(N=151)

３年未満(N=34)

３年～10年未満(N=87)

10年以上(N=1,127)

■主食、主菜、副菜を組み合わせた食事を一日2回以上とる日について（単数回答）

毎日食べる 週4～5日食べる 週2～3日食べる ほとんど食べない 不明・無回答
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(３) 日常生活の中での歩数計測について 

≪問 15≫ あなたは日常生活の中で歩数を計ることがありますか。（○は１つ） 

 

前回の調査と比較すると、「毎日計っている」の割合が増加している。 

 

●全体でみると、「計ったことがない」が 45.0%で最も多くなっており、以下、「時々計ることがある」が 

29.9%、「毎日計っている」が 19.2％と続いている。「毎日計っている」と「時々計ることがある」を合

わせた『計る』の割合は 49.1％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「計ったことがない」が最も多くなっている。『計る』の割合をみると、

男性が 51.0％、女性が 48.1％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「計ったことがない」が最も多くなっている。『計る』の割合を

みると、最も多いのは 50歳代で 57.9％、以下、70歳以上で 52.2％、60歳代で 50.2%と続いて

いる。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「計ったことがない」が最も多くなっている。『計る』の割

合をみると、最も多いのは甲南地域で 52.6%、以下、水口地域で 49.4％、甲賀地域で 47.4％、土

山地域で 46.5％、信楽地域で 46.4%と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「計ったことがない」が最も多くなっている。『計る』の割

合をみると、最も多いのは 3 年未満で 53.0％、以下、１０年以上で 49.4％、3 年～10 年未満で

47.1%と続いている。 

  

19.2 

13.3 

29.9 

30.6 

45.0 

52.6 

4.0 

2.6 

1.9 

0.9 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5調査(N=1,260)

R2調査(N=1,367)

■日常生活の中での歩数計測について（単数回答）

毎日計っている 時々計ることがある 計ったことがない その他 不明・無回答
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19.2 

23.0 

16.0 

13.1 

15.0 

22.2 

24.9 

19.2 

18.6 

19.0 

21.2 

18.6 

21.9 

14.6 

20.6 

13.8 

19.6 

29.9 

28.0 

32.1 

27.1 

24.0 

19.4 

33.0 

31.0 

33.6 

30.4 

25.3 

28.8 

30.7 

31.8 

32.4 

33.3 

29.8 

45.0 

45.3 

44.5 

59.8 

57.0 

52.8 

40.1 

43.3 

38.9 

45.7 

43.4 

46.8 

40.8 

48.3 

44.1 

49.4 

44.5 

4.0 

2.6 

5.1 

4.0 

4.9 

1.5 

4.5 

5.5 

4.1 

5.1 

3.2 

4.6 

2.6 

2.9 

3.4 

4.1 

1.9 

1.1 

2.2 

0.7 

0.5 

2.0 

3.3 

0.7 

5.1 

2.6 

2.0 

2.6 

2.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,260)

男(N=547)

女(N=669)

20歳代以下(N=107)

30歳代(N=100)

40歳代(N=144)

50歳代(N=197)

60歳代(N=245)

70歳以上(N=452)

水口地域(N=536)

土山地域(N=99)

甲賀地域(N=156)

甲南地域(N=306)

信楽地域(N=151)

３年未満(N=34)

３年～10年未満(N=87)

10年以上(N=1,127)

■日常生活の中での歩数計測について（単数回答）

毎日計っている 時々計ることがある 計ったことがない その他 不明・無回答
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≪問 15-1≫ 問 15 で「毎日計っている」「時々計ることがある」のいずれかに回答された方におたず

ねします。あなたの一日の歩数は平均してどのくらいですか。（○は１つ） 

 

前回の調査と比較すると、『6,000歩以上』の割合が増加している。 

 

●全体でみると、「6,000 歩未満」が 52.3%で最も多くなっており、以下、「6,000 歩～8,000 歩」

が 27.1%、「8,000歩～10,000歩」が 10.7％、「10,000歩以上」が7.8％と続いている。「6,000

歩～8,000歩」と「8,000歩～10,000歩」と「10,000歩以上」を合わせた『6,000歩以上』の割合

は 45.6％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「6,000歩未満」が最も多くなっている。『6,000歩以上』の割合を

みると、男性が 57.3％、女性が 36.6％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「6,000 歩未満」が最も多くなっている。『6,000 歩以上』

の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 65.1％、以下、40 歳代で 56.7％、30 歳代で

53.9%と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「6,000歩未満」が最も多くなっている。『6,000歩以

上』の割合をみると、最も多いのは土山地域で 56.4％、以下、信楽地域で 50.0%、水口地域で

47.5％、甲南地域で 42.3%、甲賀地域で 36.5％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「6,000歩未満」が最も多くなっている。『6,000歩以

上』の割合をみると、最も多いのは3年未満で61.1％、以下、3年～10年未満で48.8%、１０年以上

で 45.0％と続いており、年数が短くなるにつれて多くなっている。 

  

■一日の平均歩数について（単数回答）

R5調査(N=619) 52.3 27.1 10.7 7.8 1.0 1.1

R2調査(N=600) 71.7 6.2 0.8 2.0

※R2調査では「1,000歩未満」「1,000歩以上～3,000歩未満」「3,000歩以上～6,000歩未満」
　「6,000歩以上～10,000歩未満」を選択肢としていましたが、
　R5調査では「6,000歩未満」「6,000歩～8,000歩」「8,000歩～10,000歩」
　に変更しています。

19.3

不
明
・
無
回
答

6
,
0
0
0
歩
未
満

6
,
0
0
0
歩
～

8
,
0
0
0
歩

8
,
0
0
0
歩
～

1
0
,
0
0
0
歩

1
0
,
0
0
0
歩
以
上

そ
の
他
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■一日の平均歩数について（単数回答）

全体(N=619) 52.3 27.1 10.7 7.8 1.0 1.1

男(N=279) 40.1 32.3 12.5 12.5 0.7 1.8

女(N=322) 61.5 23.9 9.3 3.4 1.2 0.6

20歳代以下(N=43) 34.9 30.2 14.0 20.9 0.0 0.0

30歳代(N=39) 46.2 23.1 23.1 7.7 0.0 0.0

40歳代(N=60) 41.7 26.7 16.7 13.3 0.0 1.7

50歳代(N=114) 47.4 24.6 15.8 9.6 0.9 1.8

60歳代(N=123) 47.2 31.7 10.6 8.9 0.8 0.8

70歳以上(N=236) 64.4 25.8 4.2 2.5 1.7 1.3

水口地域(N=265) 50.2 28.7 11.3 7.5 1.1 1.1

土山地域(N=46) 43.5 39.1 4.3 13.0 0.0 0.0

甲賀地域(N=74) 63.5 18.9 9.5 8.1 0.0 0.0

甲南地域(N=161) 53.4 23.0 11.8 7.5 1.9 2.5

信楽地域(N=70) 50.0 32.9 11.4 5.7 0.0 0.0

３年未満(N=18) 38.9 33.3 22.2 5.6 0.0 0.0

３年～10年未満(N=41) 48.8 19.5 17.1 12.2 2.4 0.0

10年以上(N=557) 52.8 27.6 9.9 7.5 0.9 1.3

不
明
・
無
回
答

6
,
0
0
0
歩
未
満

6
,
0
0
0
歩
～

8
,
0
0
0
歩

8
,
0
0
0
歩
～

1
0
,
0
0
0
歩

1
0
,
0
0
0
歩
以
上

そ
の
他
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(４) スポーツ・趣味・ボランティア活動等を通じての人と交流する機会 

≪問 16≫ あなたは、スポーツ・趣味・ボランティア活動等を通じて、人と交流する機会がありますか。

（○は１つ） 

 

●全体でみると、「ある」が 30.8%で最も多くなっており、以下、「ない」が 28.4%、「あまりない」が

20.1％、「時々ある」が 19.0%と続いている。「ある」と「時々ある」を合わせた『機会あり』の割合は

49.8％となっている。 

●性別にみると、男性は「ある」が、女性は「ない」が最も多くなっている。『機会あり』の割合をみると、

男性が 52.4％、女性が 47.7％となっている。 

●年代別にみると、20 歳代以下、60 歳代、70 歳以上は「ある」が、他の年代では「ない」が最も多く

なっている。『機会あり』の割合をみると、最も多いのは 70 歳以上で 57.8％、以下、60 歳代で

49.4％、20歳代以下で 48.6%と続いている。 

●居住地域別にみると、信楽地域は「ない」が、他の地域では「ある」が最も多くなっている。『機会あり』

の割合をみると、最も多いのは甲賀地域で 59.0％、以下、土山地域で 58.6％、甲南地域で 49.7%、

水口地域で 48.0％、信楽地域で 41.1%と続いている。 

●居住年数別にみると、１０年以上は「ある」が、他の年数では「ない」が最も多くなっている。『機会あり』

の割合をみると、最も多いのは１０年以上で 50.6％、以下、3年未満で 47.0％、3年～10年未満で

40.2%と続いている。 
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30.8 

32.5 

29.0 

29.9 

18.0 

20.1 

23.9 

29.0 

41.2 

31.0 

35.4 

34.0 

31.7 

21.9 

17.6 

21.8 

31.9 

19.0 

19.9 

18.7 

18.7 

20.0 

18.1 

22.3 

20.4 

16.6 

17.0 

23.2 

25.0 

18.0 

19.2 

29.4 

18.4 

18.7 

20.1 

20.7 

20.0 

27.1 

25.0 

27.1 

22.3 

21.6 

13.5 

20.7 

17.2 

16.7 

22.5 

18.5 

14.7 

26.4 

19.8 

28.4 

25.8 

30.3 

24.3 

36.0 

34.7 

31.0 

28.2 

25.2 

30.2 

21.2 

23.1 

25.5 

38.4 

38.2 

33.3 

27.8 

1.7 

1.1 

1.9 

1.0 

0.5 

0.8 

3.5 

1.1 

3.0 

1.3 

2.3 

2.0 

1.9 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,260)

男(N=547)

女(N=669)

20歳代以下(N=107)

30歳代(N=100)

40歳代(N=144)

50歳代(N=197)

60歳代(N=245)

70歳以上(N=452)

水口地域(N=536)

土山地域(N=99)

甲賀地域(N=156)

甲南地域(N=306)

信楽地域(N=151)

３年未満(N=34)

３年～10年未満(N=87)

10年以上(N=1,127)

■スポーツ・趣味・ボランティア活動等を通じての人と交流する機会（単数回答）

ある 時々ある あまりない ない 不明・無回答
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(５) 最近 1か月間のストレスについて 

≪問 17≫ あなたは、最近 1か月間に、ストレスを感じましたか。（○は１つ） 

 

前回の調査と比較すると、「感じた」の割合が減少している。 

 

●全体でみると、「感じた」が 58.9%で最も多くなっており、以下、「どちらともいえない」が 23.2%、

「感じなかった」が 15.2％と続いている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「感じた」が最も多くなっている。「感じた」の割合をみると、男性が

56.3％、女性が 61.9％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「感じた」が最も多くなっている。「感じた」の割合をみると、

最も多いのは 40歳代で 81.3％、以下、30歳代で 77.0％、50歳代で 73.1%と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「感じた」が最も多くなっている。「感じた」の割合をみ

ると、最も多いのは甲南地域で 61.8%、以下、水口地域で 61.0％、土山地域で 57.6％、信楽地域

で 55.0%、甲賀地域で 51.9％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「感じた」が最も多くなっている。「感じた」の割合をみ

ると、最も多いのは 3 年～10 年未満で 73.6%、以下、3年未満で 73.5％、１０年以上で 57.4％と

続いている。 

 

  

58.9 

66.8 

15.2 

13.1 

23.2 

18.9 

2.7 

1.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5調査(N=1,260)

R2調査(N=1,367)

■最近1か月間のストレスについて（単数回答）

感じた 感じなかった どちらともいえない 不明・無回答
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58.9 

56.3 

61.9 

72.9 

77.0 

81.3 

73.1 

53.1 

41.8 

61.0 

57.6 

51.9 

61.8 

55.0 

73.5 

73.6 

57.4 

15.2 

18.8 

12.1 

12.1 

9.0 

8.3 

7.6 

15.1 

22.8 

14.2 

20.2 

17.9 

14.1 

14.6 

14.7 

9.2 

15.6 

23.2 

23.2 

22.9 

15.0 

12.0 

10.4 

18.3 

30.2 

29.9 

22.4 

20.2 

27.6 

21.6 

26.5 

11.8 

14.9 

24.2 

2.7 

1.6 

3.1 

2.0 

1.0 

1.6 

5.5 

2.4 

2.0 

2.6 

2.6 

4.0 

2.3 

2.8 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,260)

男(N=547)

女(N=669)

20歳代以下(N=107)

30歳代(N=100)

40歳代(N=144)

50歳代(N=197)

60歳代(N=245)

70歳以上(N=452)

水口地域(N=536)

土山地域(N=99)

甲賀地域(N=156)

甲南地域(N=306)

信楽地域(N=151)

３年未満(N=34)

３年～10年未満(N=87)

10年以上(N=1,127)

■最近1か月間のストレスについて（単数回答）

感じた 感じなかった どちらともいえない 不明・無回答
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(６) 最近 3か月間の睡眠について 

≪問 18≫ あなたは、最近 3か月間で睡眠について、次のようなことがありましたか。 

（○いくつでも） 

 

前回の調査と比較すると、「夜中に目が覚める」「朝早く目が覚める」「目覚めが悪い」「特別なことは

ない」の割合が増加している。 

 

 

●全体でみると、「夜中に目が覚める」が 46.7%で最も多くなっており、以下、「特別なことはない」が 

31.5%、「朝早く目が覚める」が24.4％、「寝つきが悪い」が21.9％、「目覚めが悪い」が 12.7％と続

いている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「夜中に目が覚める」が最も多くなっており、次いで、「特別なことは

ない」が多くなっている。 

●年代別にみると、20 歳代以下、30 歳代は「特別なことはない」が、他の年代では「夜中に目が覚め

る」が最も多くなっている。「夜中に目が覚める」の割合をみると、最も多いのは70歳以上で56.9％、

以下、60歳代で48.2％、50歳代で46.2％と続いており、年代が高くなるにつれて多くなっている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「夜中に目が覚める」が最も多くなっており、次いで、

「特別なことはない」が多くなっている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「夜中に目が覚める」が最も多くなっており、次いで、

「特別なことはない」が多くなっている。「夜中に目が覚める」の割合をみると、最も多いのは 10年以上

で 47.5％、以下、3 年～10 年未満で 42.5％、３年未満で 35.3％と続いており、年数が長くなるに

つれて多くなっている（３年未満は「目覚めが悪い」と同率）。 

  

■最近3か月間の睡眠について（複数回答）

R5調査(N=1,260) 21.9 46.7 24.4 12.7 8.1 31.5 0.9 2.1

R2調査(N=1,367) 23.1 45.1 23.9 10.2 8.6 28.5 2.7 1.8

特
別
な
こ
と
は
な
い

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

睡
眠
薬
、

精
神
安
定
剤
や
ア
ル

コ
ー

ル
を
使
用
す
る

寝
つ
き
が
悪
い

夜
中
に
目
が
覚
め
る

朝
早
く
目
が
覚
め
る

目
覚
め
が
悪
い
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21.9

46.7

24.4

12.7

8.1

31.5

0.9

2.1

0.0 20.0 40.0 60.0

寝つきが悪い

夜中に目が覚める

朝早く目が覚める

目覚めが悪い

睡眠薬、精神安定剤やアルコールを使用する

特別なことはない

その他

不明・無回答

■最近３か月間の睡眠について（複数回答） 全体(N=1,260)

(%)

全体(N=1,260) 21.9 46.7 24.4 12.7 8.1 31.5 0.9 2.1

男(N=547) 19.7 46.3 28.0 13.0 8.2 32.9 0.5 1.3

女(N=669) 23.6 47.1 21.1 12.6 7.6 30.8 1.2 2.5

20歳代以下(N=107) 19.6 19.6 10.3 27.1 4.7 47.7 1.9 0.9

30歳代(N=100) 30.0 34.0 12.0 27.0 8.0 35.0 1.0 1.0

40歳代(N=144) 26.4 42.4 22.9 18.1 10.4 34.7 0.7 1.4

50歳代(N=197) 20.3 46.2 23.4 17.8 5.6 31.0 1.5 1.0

60歳代(N=245) 19.6 48.2 31.4 7.8 6.5 33.5 0.8 2.0

70歳以上(N=452) 21.5 56.9 27.7 5.3 10.2 25.7 0.4 3.1

水口地域(N=536) 23.3 48.9 24.8 14.4 9.1 31.0 0.6 1.9

土山地域(N=99) 20.2 49.5 26.3 13.1 11.1 28.3 0.0 3.0

甲賀地域(N=156) 22.4 48.1 23.7 9.6 5.8 33.3 1.3 1.3

甲南地域(N=306) 23.9 43.5 22.9 12.1 6.9 31.4 2.0 2.0

信楽地域(N=151) 15.2 43.0 25.2 11.9 7.3 34.4 0.0 3.3

３年未満(N=34) 20.6 35.3 23.5 35.3 8.8 32.4 2.9 0.0

３年～10年未満(N=87) 23.0 42.5 16.1 17.2 10.3 33.3 1.1 2.3

10年以上(N=1,127) 22.0 47.5 25.0 11.8 7.9 31.3 0.8 2.1

特
別
な
こ
と
は
な
い

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

寝
つ
き
が
悪
い

夜
中
に
目
が
覚
め
る

朝
早
く
目
が
覚
め
る

目
覚
め
が
悪
い

睡
眠
薬
、

精
神
安
定
剤
や
ア
ル

コ
ー

ル
を
使
用
す
る
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(７) しっかりと話を聞いてくれる相手の有無 

≪問 19≫ あなたには、しっかりと話を聞いてくれる人がいますか。（○は１つ） 

 

前回の調査と比較すると、「いる」の割合が増加し、「いない」の割合が減少している。 

 

●全体でみると、「いる」が 84.1%、「いない」が 13.1%となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「いる」が最も多くなっている。「いる」の割合をみると、男性は

79.7%、女性は 88.0％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「いる」が最も多くなっている。「いる」の割合をみると、最も

多いのは 20歳代以下で 93.5％、以下、40歳代で 84.7％、30歳代で 84.0%と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「いる」が最も多くなっている。「いる」の割合をみると、

最も多いのは水口地域で 85.6％、以下、信楽地域で 85.4%、甲南地域で 83.7%、甲賀地域で

80.8％、土山地域で 79.8%と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「いる」が最も多くなっている。「いる」の割合をみると、

最も多いのは3年～10年未満で89.7％、以下、10年以上で83.8％、３年未満で79.4%と続いて

いる。 

  

84.1 

83.8 

13.1 

13.7 

2.8 

2.5 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5調査(N=1,260)

R2調査(N=1,367)

■しっかりと話を聞いてくれる相手の有無（単数回答）

いる いない 不明・無回答
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84.1 

79.7 

88.0 

93.5 

84.0 

84.7 

83.8 

82.9 

82.7 

85.6 

79.8 

80.8 

83.7 

85.4 

79.4 

89.7 

83.8 

13.1 

17.6 

9.4 

6.5 

16.0 

14.6 

15.2 

15.5 

11.5 

12.7 

16.2 

15.4 

13.1 

11.3 

20.6 

10.3 

13.2 

2.8 

2.7 

2.5 

0.7 

1.0 

1.6 

5.8 

1.7 

4.0 

3.8 

3.3 

3.3 

3.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,260)

男(N=547)

女(N=669)

20歳代以下(N=107)

30歳代(N=100)

40歳代(N=144)

50歳代(N=197)

60歳代(N=245)

70歳以上(N=452)

水口地域(N=536)

土山地域(N=99)

甲賀地域(N=156)

甲南地域(N=306)

信楽地域(N=151)

３年未満(N=34)

３年～10年未満(N=87)

10年以上(N=1,127)

■しっかりと話を聞いてくれる相手の有無（単数回答）

いる いない 不明・無回答
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(８) 住んでいる地域とのつながり 

≪問 20≫ あなたは、自分の住んでいる地域とのつながり（お互いに助け合っていると思う気持ち）

は、強いほうだと思われますか。（○は１つ） 

 

前回の調査と比較すると、「強いほうだと思う」と「どちらかといえば強いほうだと思う」を合わせた

『強いと思う』の割合が減少している。 

 

●全体でみると、「どちらかといえば強いほうだと思う」が35.8%で最も多くなっており、以下、「あまり

強くないと思う」が 34.1%、「強くないと思う」が 17.1％、「強いほうだと思う」が 9.4%と続いている。

『強いと思う』の割合は 45.2％となっている。 

●性別にみると、男性は「どちらかといえば強いほうだと思う」が、女性は「あまり強くないと思う」が最

も多くなっている。『強いと思う』の割合をみると、男性が 48.5％、女性が 43.1％となっている。 

●年代別にみると、20 歳代以下、70 歳以上は「どちらかといえば強いほうだと思う」が、他の年代で

は「あまり強くないと思う」が最も多くなっている。『強いと思う』の割合をみると、最も多いのは 70 歳

以上で 54.0％、以下、60歳代で 45.3％、20歳代以下で 44.9%と続いている。 

●居住地域別にみると、水口地域、甲南地域は「あまり強くないと思う」が、他の地域では「どちらかと

いえば強いほうだと思う」が最も多くなっている。『強いと思う』の割合をみると、最も多いのは土山地

域で 61.6%、以下、甲賀地域で 52.5％、信楽地域で 51.0%、甲南地域で 42.5％、水口地域で

39.8％と続いている。 

●居住年数別にみると、１０年以上は「どちらかといえば強いほうだと思う」が、他の年数では「あまり強

くないと思う」が最も多くなっている。『強いと思う』の割合をみると、最も多いのは１０年以上で

47.0％、以下、3年未満で 29.4％、3年～10年未満で 26.4%と続いている。 

 

  

9.4 

12.2 

35.8 

38.8 

34.1 

28.2 

17.1 

17.6 

1.2 

1.2 

2.4 

1.9 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5調査(N=1,260)

R2調査(N=1,367)

■住んでいる地域とのつながり（単数回答）

強いほうだと思う どちらかといえば強いほうだと思う

あまり強くないと思う 強くないと思う

その他 不明・無回答
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9.4 

8.8 

10.2 

5.6 

2.0 

4.2 

11.7 

7.3 

13.7 

8.8 

13.1 

9.6 

7.5 

12.6 

5.9 

3.4 

9.9 

35.8 

39.7 

32.9 

39.3 

28.0 

27.1 

31.0 

38.0 

40.3 

31.0 

48.5 

42.9 

35.0 

38.4 

23.5 

23.0 

37.1 

34.1 

32.7 

35.9 

33.6 

41.0 

42.4 

34.0 

38.8 

27.9 

37.1 

21.2 

34.6 

35.3 

30.5 

41.2 

46.0 

33.2 

17.1 

17.2 

16.3 

16.8 

28.0 

25.0 

22.3 

13.9 

11.7 

20.0 

14.1 

9.6 

17.3 

15.9 

26.5 

26.4 

16.1 

1.2 

0.4 

1.6 

3.7 

1.4 

1.0 

0.8 

1.1 

1.7 

1.0 

0.6 

1.3 

2.9 

1.1 

1.2 

2.4 

1.3 

3.1 

0.9 

1.0 

1.2 

5.3 

1.5 

2.0 

2.6 

3.6 

2.6 

2.6 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,260)

男(N=547)

女(N=669)

20歳代以下(N=107)

30歳代(N=100)

40歳代(N=144)

50歳代(N=197)

60歳代(N=245)

70歳以上(N=452)

水口地域(N=536)

土山地域(N=99)

甲賀地域(N=156)

甲南地域(N=306)

信楽地域(N=151)

３年未満(N=34)

３年～10年未満(N=87)

10年以上(N=1,127)

■住んでいる地域とのつながり（単数回答）

強いほうだと思う どちらかといえば強いほうだと思う

あまり強くないと思う 強くないと思う

その他 不明・無回答
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(９) 歯や口の症状について 

≪問 21≫ あなたは、歯や口について、次の症状がありますか。（○はいくつでも） 

 

前回の調査と比較すると、「特に症状はない」の割合が増加している。 

 

 

●全体でみると、「特に症状はない」が 47.5%で最も多くなっており、以下、「歯茎が腫れることがある」

が 18.8%、「歯が痛んだり、しみることがある」が 18.7％、「口臭が気になる」が 16.8％、「歯茎から

血が出ることがある」が 13.3％と続いている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「特に症状はない」が最も多くなっており、次いで、男性は「歯が痛

んだり、しみることがある」が、女性は「歯茎が腫れることがある」が多くなっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「特に症状はない」が最も多くなっている。症状でみると、

20 歳代以下は「歯が痛んだり、しみることがある」が、30 歳代は「歯茎から血が出ることがある」が、

40歳代は「口臭が気になる」が、他の年代では「歯茎が腫れることがある」が多くなっている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「特に症状はない」が最も多くなっている。「特に症状

はない」の割合をみると、最も多いのは甲賀地域で 55.8％、以下、信楽地域で 51.0％、水口地域で

46.1％、甲南地域で 45.4％、土山地域で 44.4％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「特に症状はない」が最も多くなっている。 

■歯や口の症状について（複数回答）

R5調査(N=1,260) 47.5 18.8 18.7 13.3 16.8 3.9 3.3

R2調査(N=1,367) 41.0 20.4 24.9 16.1 18.4 4.6 4.1

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

特
に
症
状
は
な
い

歯
茎
が
腫
れ
る
こ
と
が
あ
る

歯
が
痛
ん
だ
り
、

し
み
る
こ
と
が

あ
る

歯
茎
か
ら
血
が
出
る
こ
と
が
あ
る

口
臭
が
気
に
な
る
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47.5

18.8

18.7

13.3

16.8

3.9

3.3

0.0 20.0 40.0 60.0

特に症状はない

歯茎が腫れることがある

歯が痛んだり、しみることがある

歯茎から血が出ることがある

口臭が気になる

その他

不明・無回答

■歯や口の症状について（複数回答） 全体(N=1,260)

(%)

全体(N=1,260) 47.5 18.8 18.7 13.3 16.8 3.9 3.3

男(N=547) 47.2 17.4 19.2 14.6 18.8 3.7 2.0

女(N=669) 48.1 19.4 18.8 12.0 15.5 4.2 3.9

20歳代以下(N=107) 62.6 8.4 16.8 7.5 13.1 4.7 0.0

30歳代(N=100) 48.0 12.0 21.0 24.0 20.0 3.0 1.0

40歳代(N=144) 42.4 18.1 20.8 17.4 21.5 2.8 1.4

50歳代(N=197) 41.6 24.4 23.4 18.8 23.4 2.0 1.0

60歳代(N=245) 44.5 25.3 20.4 14.7 18.8 2.4 1.6

70歳以上(N=452) 49.6 17.5 15.5 8.0 12.2 5.5 6.4

水口地域(N=536) 46.1 18.3 18.5 13.8 17.0 4.1 3.4

土山地域(N=99) 44.4 17.2 20.2 19.2 13.1 5.1 4.0

甲賀地域(N=156) 55.8 14.7 17.3 12.2 17.9 3.2 1.9

甲南地域(N=306) 45.4 20.3 19.6 12.7 17.3 3.9 3.3

信楽地域(N=151) 51.0 22.5 19.2 9.9 17.9 2.6 2.6

３年未満(N=34) 44.1 23.5 35.3 23.5 11.8 0.0 0.0

３年～10年未満(N=87) 42.5 19.5 16.1 21.8 26.4 5.7 0.0

10年以上(N=1,127) 48.1 18.6 18.5 12.3 16.3 3.8 3.5

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

特
に
症
状
は
な
い

歯
茎
が
腫
れ
る
こ
と
が
あ
る

歯
が
痛
ん
だ
り
、

し
み
る
こ
と
が

あ
る

歯
茎
か
ら
血
が
出
る
こ
と
が
あ
る

口
臭
が
気
に
な
る
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(１０) 血液検査や血圧値などの健診結果の見方について 

≪問 22≫ あなたは、血液検査や血圧値などの健診結果の見方をご存じですか。（○は１つ） 

 

前回の調査と比較すると、「知っている」の割合が増加し、「知らない」の割合が減少している。 

 

●全体でみると、「知っている」が 82.7%で最も多くなっており、以下、「知らない」が 13.8%と続いて

いる。 

●性別にみると、男性、女性ともに「知っている」が最も多くなっている。「知っている」の割合をみると、

男性が 80.1％、女性が 84.6％となっている。 

●年代別にみると、20 歳代以下は「知らない」が、他の年代では「知っている」が最も多くなっている。

「知っている」の割合をみると、最も多いのは 60歳代で 91.8％、以下、50歳代で 88.8％、40歳代

で 88.2%と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「知っている」が最も多くなっている。「知っている」の

割合をみると、最も多いのは甲賀地域で 85.9%、以下、甲南地域で 84.6％、土山地域、信楽地域で

82.8％、水口地域で 80.8％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「知っている」が最も多くなっている。「知っている」の

割合をみると、最も多いのは 3 年～10 年未満で 87.4%、以下、１０年以上で 82.7％、3 年未満で

73.5％と続いている。 

 

  

82.7 

80.5 

13.8 

15.9 

1.3 

2.0 

2.2 

1.6 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5調査(N=1,260)

R2調査(N=1,367)

■血液検査や血圧値などの健診結果の見方について（単数回答）

知っている 知らない その他 不明・無回答
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82.7 

80.1 

84.6 

46.7 

72.0 

88.2 

88.8 

91.8 

84.1 

80.8 

82.8 

85.9 

84.6 

82.8 

73.5 

87.4 

82.7 

13.8 

17.6 

11.2 

51.4 

28.0 

10.4 

10.2 

5.7 

9.3 

16.2 

14.1 

10.3 

12.7 

11.9 

26.5 

12.6 

13.7 

1.3 

0.9 

1.6 

0.9 

1.4 

0.5 

0.8 

2.2 

1.3 

1.9 

1.0 

1.3 

1.3 

2.2 

1.5 

2.5 

0.9 

0.5 

1.6 

4.4 

1.7 

3.0 

1.9 

1.6 

4.0 

2.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,260)

男(N=547)

女(N=669)

20歳代以下(N=107)

30歳代(N=100)

40歳代(N=144)

50歳代(N=197)

60歳代(N=245)

70歳以上(N=452)

水口地域(N=536)

土山地域(N=99)

甲賀地域(N=156)

甲南地域(N=306)

信楽地域(N=151)

３年未満(N=34)

３年～10年未満(N=87)

10年以上(N=1,127)

■血液検査や血圧値などの健診結果の見方について（単数回答）

知っている 知らない その他 不明・無回答
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３ スポーツについて 

(１) 1回 30分以上の運動頻度 

≪問 23≫ １回 30分以上の運動を、どの程度行っていますか。（○は１つ） 

 

●全体でみると、「ほとんどしない」が38.3%で最も多くなっており、以下、「週に3日以上」が22.4%、

「週に 2日」が 13.0％、「週に 1 日」が 9.3％と続いている。「週に 3日以上」と「週に 2日」と「週に 1

日」を合わせた『週に数回』の割合は 44.7％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「ほとんどしない」が最も多くなっている。『週に数回』の割合をみる

と、男性が 49.7％、女性が 40.7％となっている。 

●年代別にみると、20 歳代以下は「週に 3 日以上」が、他の年代では「ほとんどしない」が最も多くな

っている。『週に数回』の割合をみると、最も多いのは 70 歳以上で 49.5％、以下、20 歳代以下で

48.5％、60歳代で 48.2%と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「ほとんどしない」が最も多くなっている。『週に数回』

の割合をみると、最も多いのは土山地域で 50.5%、以下、甲南地域で 46.7％、水口地域で 45.0％、

甲賀地域で 43.0％、信楽地域で 37.0％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「ほとんどしない」が最も多くなっている。『週に数回』

の割合をみると、最も多いのは１０年以上で 45.4%、以下、3 年未満で 41.2％、3 年～10 年未満で

34.5％と続いている。 
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22.4 

25.6 

19.7 

30.8 

14.0 

14.6 

19.3 

19.6 

27.4 

25.0 

26.3 

13.5 

25.2 

13.2 

20.6 

13.8 

23.1 

13.0 

13.3 

12.9 

11.2 

7.0 

8.3 

12.2 

18.4 

13.9 

13.8 

13.1 

12.8 

11.4 

13.9 

11.8 

11.5 

13.1 

9.3 

10.8 

8.1 

6.5 

11.0 

7.6 

12.2 

10.2 

8.2 

6.2 

11.1 

16.7 

10.1 

9.9 

8.8 

9.2 

9.2 

8.7 

9.7 

8.4 

12.1 

8.0 

9.0 

9.6 

7.8 

8.4 

9.5 

7.1 

10.3 

7.8 

7.9 

5.9 

11.5 

8.7 

3.2 

4.2 

2.4 

8.4 

4.0 

4.9 

3.6 

3.3 

1.1 

3.2 

3.0 

3.8 

3.6 

2.0 

8.8 

3.4 

3.0 

1.9 

2.2 

1.5 

2.8 

3.0 

1.4 

1.5 

3.3 

0.9 

2.6 

1.6 

2.6 

2.9 

2.3 

1.8 

38.3 

31.4 

43.9 

28.0 

53.0 

52.8 

40.6 

35.5 

33.6 

37.9 

33.3 

39.7 

36.3 

46.4 

38.2 

47.1 

37.8 

3.3 

2.7 

3.1 

1.4 

1.0 

2.0 

6.4 

1.9 

6.1 

3.2 

3.9 

4.0 

2.9 

1.1 

3.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,260)

男(N=547)

女(N=669)

20歳代以下(N=107)

30歳代(N=100)

40歳代(N=144)

50歳代(N=197)

60歳代(N=245)

70歳以上(N=452)

水口地域(N=536)

土山地域(N=99)

甲賀地域(N=156)

甲南地域(N=306)

信楽地域(N=151)

３年未満(N=34)

３年～10年未満(N=87)

10年以上(N=1,127)

■1回30分以上の運動頻度（単数回答）

週に3日以上 週に2日 週に1日 月に1～3日

3か月に1～2日 年に1～3回 ほとんどしない 不明・無回答



 

49 

 

●パラスポーツの関心度別にみると、ある、少しあるは「週に 3 日以上」が、他の関心度では「ほとんど

しない」が最も多くなっている（あるは「ほとんどしない」と同率）。『週に数回』の割合をみると、最も多

いのはあるで 56.4％、以下、少しあるで 56.3%、あまりないで 43.9％と続いており、関心度が高く

なるにつれて多くなっている。 

●スポーツボランティア活動への参加意向別にみると、思う、少し思うは「週に 3 日以上」が、あまり思

わない、思わないでは「ほとんどしない」が最も多くなっている。『週に数回』の割合をみると、最も多い

のは思うで 70.7％、以下、少しあるで 58.1%、あまり思わないで 44.8％と続いており、意向が強く

なるにつれて多くなっている。 

 

  

【パラスポーツの関心度別】

【スポーツボランティア活動への参加意向別】

29.1 

28.7 

21.8 

14.4 

43.1 

29.3 

22.4 

17.8 

17.9 

15.8 

12.8 

9.5 

17.2 

15.7 

14.3 

11.2 

9.4 

11.8 

9.2 

7.4 

10.3 

13.1 

8.1 

9.1 

9.4 

8.7 

9.6 

8.1 

1.7 

10.9 

9.7 

8.3 

2.6 

4.2 

3.0 

2.8 

1.7 

3.1 

4.3 

2.6 

1.7 

2.3 

1.7 

2.1 

1.7 

3.9 

1.8 

1.2 

29.1 

27.0 

41.5 

54.7 

22.4 

24.0 

38.0 

49.5 

0.9 

1.4 

0.2 

1.1 

1.7 

1.4 

0.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ある(N=117)

少しある(N=355)

あまりない(N=467)

ない(N=285)

思う(N=58)

少し思う(N=229)

あまり思わない(N=442)

思わない(N=493)

■1回30分以上の運動頻度（単数回答）

週に3日以上 週に2日 週に1日 月に1～3日

3か月に1～2日 年に1～3回 ほとんどしない 不明・無回答
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(２) 複数人で行うスポーツをする機会 

≪問 24≫ あなたは、複数人で行うスポーツ（卓球、テニス、サッカー、バレーボール等）をする機会

がありますか。（○は１つ） 

 

●全体でみると、「全くない」が 77.3%で最も多くなっており、以下、「週１回以上ある」が 7.8%、「年

数回ある」が 7.5％、「月数回ある」が 4.4％と続いている。「週１回以上ある」と「月数回ある」と「年数

回ある」を合わせた『機会あり』の割合は 19.7％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「全くない」が最も多くなっている。『機会あり』の割合をみると、男

性が 27.7％、女性が 13.3％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「全くない」が最も多くなっている。『機会あり』の割合をみる

と、最も多いのは 20 歳代以下で 42.1％、以下、70歳以上で 23.9％、60歳代で 16.3%と続いて

いる。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「全くない」が最も多くなっている。『機会あり』の割合

をみると、最も多いのは土山地域で24.2%、以下、水口地域で21.1％、甲賀地域で 19.9％、甲南地

域で 19.3％、信楽地域で 13.3％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「全くない」が最も多くなっている。『機会あり』の割合

をみると、最も多いのは１０年以上で20.2%、以下、3年未満で 17.7％、3年～10年未満で 14.9％

と続いている。 
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7.8 

9.3 

6.6 

21.5 

2.0 

2.8 

1.0 

9.0 

10.0 

9.7 

7.1 

4.5 

7.5 

6.0 

5.9 

2.3 

8.3 

4.4 

7.1 

2.4 

7.5 

2.0 

4.9 

1.5 

2.4 

6.2 

3.9 

6.1 

5.8 

4.6 

3.3 

5.9 

5.7 

4.3 

7.5 

11.3 

4.3 

13.1 

11.0 

6.3 

6.6 

4.9 

7.7 

7.5 

11.1 

9.6 

7.2 

4.0 

5.9 

6.9 

7.6 

77.3 

69.3 

84.0 

57.0 

85.0 

84.0 

89.8 

81.2 

70.8 

77.2 

69.7 

77.6 

76.8 

83.4 

79.4 

82.8 

76.8 

3.0 

2.9 

2.7 

0.9 

2.1 

1.0 

2.4 

5.3 

1.7 

6.1 

2.6 

3.9 

3.3 

2.9 

2.3 

2.9 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,260)

男(N=547)

女(N=669)

20歳代以下(N=107)

30歳代(N=100)

40歳代(N=144)

50歳代(N=197)

60歳代(N=245)

70歳以上(N=452)

水口地域(N=536)

土山地域(N=99)

甲賀地域(N=156)

甲南地域(N=306)

信楽地域(N=151)

３年未満(N=34)

３年～10年未満(N=87)

10年以上(N=1,127)

■複数人で行うスポーツをする機会（単数回答）

週１回以上ある 月数回ある 年数回ある 全くない 不明・無回答
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(３) パラスポーツ（障がい者スポーツ）への関心 

≪問 25≫ パラスポーツ（障がい者スポーツ）に関心がありますか。（○は１つ） 

 

●全体でみると、「あまりない」が 37.1%で最も多くなっており、以下、「少しある」が 28.2%、「ない」

が 22.6％、「ある」が 9.3％と続いている。「ある」と「少しある」を合わせた『関心あり』の割合は

37.5％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「あまりない」が最も多くなっている。『関心あり』の割合をみると、男

性が 33.1％、女性が 41.8％となっている。 

●年代別にみると、30歳代は「ない」が、他の年代では「あまりない」が最も多くなっている。『関心あり』

の割合をみると、最も多いのは 70 歳以上で 42.9％、以下、20 歳代以下で 40.1％、50 歳代で

36.6%と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「あまりない」が最も多くなっている。『関心あり』の割

合をみると、最も多いのは甲南地域で 40.8%、以下、水口地域、甲賀地域で 37.2％、信楽地域で

36.4％、土山地域で 33.3％と続いている。 

●居住年数別にみると、１０年以上は「あまりない」が、他の年数では「ない」が最も多くなっている。『関

心あり』の割合をみると、最も多いのは3年～10年未満で 39.1%、以下、１０年以上で37.6％、3年

未満で 35.3％と続いている。 
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9.3 

9.0 

10.0 

6.5 

8.0 

11.1 

10.7 

4.1 

11.9 

8.8 

9.1 

10.3 

10.1 

8.6 

11.8 

9.2 

9.2 

28.2 

24.1 

31.8 

33.6 

22.0 

22.9 

25.9 

29.8 

31.0 

28.4 

24.2 

26.9 

30.7 

27.8 

23.5 

29.9 

28.4 

37.1 

39.1 

35.1 

34.6 

34.0 

35.4 

40.6 

43.7 

33.4 

36.2 

40.4 

39.7 

37.9 

33.1 

29.4 

28.7 

38.0 

22.6 

25.2 

20.3 

25.2 

36.0 

29.2 

21.8 

20.0 

18.6 

24.6 

20.2 

21.2 

17.6 

28.5 

32.4 

31.0 

21.6 

2.9 

2.6 

2.7 

1.4 

1.0 

2.4 

5.1 

2.1 

6.1 

1.9 

3.6 

2.0 

2.9 

1.1 

2.8 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,260)

男(N=547)

女(N=669)

20歳代以下(N=107)

30歳代(N=100)

40歳代(N=144)

50歳代(N=197)

60歳代(N=245)

70歳以上(N=452)

水口地域(N=536)

土山地域(N=99)

甲賀地域(N=156)

甲南地域(N=306)

信楽地域(N=151)

３年未満(N=34)

３年～10年未満(N=87)

10年以上(N=1,127)

■パラスポーツ（障がい者スポーツ）の関心度（単数回答）

ある 少しある あまりない ない 不明・無回答
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(４) スポーツボランティア活動への参加意向 

≪問 26≫ スポーツボランティア活動に参加したいと思いますか。（○は１つ） 

 

●全体でみると、「思わない」が39.1%で最も多くなっており、以下、「あまり思わない」が35.1%、「少

し思う」が18.2％、「思う」が4.6％と続いている。「思う」と「少し思う」を合わせた『意向あり』の割合は

22.8％となっている。 

●性別にみると、男性は「あまり思わない」が、女性は「思わない」が最も多くなっている。『意向あり』の

割合をみると、男性が 24.5％、女性が 21.8％となっている。 

●年代別にみると、30 歳代、50 歳代、60 歳代は「あまり思わない」が、他の年代では「思わない」が

最も多くなっている（50歳代は「思わない」と同率）。『意向あり』の割合をみると、最も多いのは 20歳

代以下で 33.6％、以下、50歳代で 27.9％、40歳代で 23.6%と続いている。 

●居住地域別にみると、甲南地域は「あまり思わない」が、他の地域では「思わない」が最も多くなって

いる。『意向あり』の割合をみると、最も多いのは土山地域で 26.3%、以下、甲南地域で 26.2％、水

口地域で 23.2％、甲賀地域で 18.6％、信楽地域で 16.5％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべて年数において「思わない」が最も多くなっている。『意向あり』の割合を

みると、最も多いのは 3年未満で 29.4％、以下、3年～10年未満で 23.0%、１０年以上で 22.6％

と続いており、年数が短くなるにつれて多くなっている。 
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4.6 

5.5 

4.0 

3.7 

4.0 

6.9 

5.6 

2.9 

4.9 

4.9 

6.1 

1.3 

5.6 

4.6 

2.9 

5.1 

18.2 

19.0 

17.8 

29.9 

19.0 

16.7 

22.3 

17.6 

14.2 

18.3 

20.2 

17.3 

20.6 

11.9 

26.5 

23.0 

17.5 

35.1 

36.7 

34.1 

31.8 

40.0 

31.3 

35.5 

39.6 

33.6 

34.5 

29.3 

38.5 

35.3 

38.4 

20.6 

34.5 

35.8 

39.1 

36.0 

41.4 

34.6 

37.0 

43.1 

35.5 

37.6 

42.0 

40.3 

37.4 

41.0 

35.0 

42.4 

47.1 

41.4 

38.6 

3.0 

2.7 

2.7 

2.1 

1.0 

2.4 

5.3 

2.1 

7.1 

1.9 

3.6 

2.6 

2.9 

1.1 

3.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,260)

男(N=547)

女(N=669)

20歳代以下(N=107)

30歳代(N=100)

40歳代(N=144)

50歳代(N=197)

60歳代(N=245)

70歳以上(N=452)

水口地域(N=536)

土山地域(N=99)

甲賀地域(N=156)

甲南地域(N=306)

信楽地域(N=151)

３年未満(N=34)

３年～10年未満(N=87)

10年以上(N=1,127)

■スポーツボランティア活動への参加意向（単数回答）

思う 少し思う あまり思わない 思わない 不明・無回答
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■ 資料：アンケート調査票 
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